


Lふ

Ｑ
￥
中
篇

１
¥
．
Ｍ
¥
Ｇ

ヽ
頌
冪
ヽ
迦

｝
辱
９
お
卯

ｙ
ｎ
４

二
排
茫

９
槌
雪
逗
肌
守
窃
征
や
杢
只
八

Ｊ
ぶ
９
民
乙
考
壷
駈
号
弧
ご
コ

４
ｊ
７
ｊ
４
４
Ｍ
Ｓ

ｙ
Ｊ
｛
ｗ

ふ
詞
ａ
コ
ぽ
徊
楡
ｌ

ｚ
ｐ
ｒ
ｔ
３
＆

駆
脱
営
讐
罰
弼
乙
｝
Ｅ
ご
尽
藁
コ

新
写
Ｑ
「
万
柵
？
士
弓
た
弓
匈

な
啄
弘
「
墨
壷
涯
昌
こ
９
萌
ｑ
り

剽
９
馮
河
谷
孫
活
に
眉
昌
F
n
m

ヱ
遍
○
一
一
９
倅
似
茫
弓
二
D

　
　
　
　
　
　
　
゜
ぶ
ら
９
弘
９
ご

　
　
　
　
　
　
一
…
…
　
　
　
ｏ
４
ｔ

７
Ｍ
３
Ｑ
７
&
＆
嵐
司
ヅ
９
乙
丿
云

９
認
薯
熹
腎
主
丿
罰
‐
杢
只
ハ
罰
7
1
0
1
t

y
￥
9
c
4
R
l
i
l

　
‰
ご
卯
弘
刄
拓
９
ご
た
忍
底
面

Ｇ
回
路
辺
蒼
万
泌
０
Ξ
酒
壷
晦
火

０
豺
０
ら
、
呼
忿
怨
騨
吊
で
‘
ｙ
ざ

'
C
4

y
y
M
r
¥
｢
w
‘
7
r
¥
t
6
4

聯
畢
迄
蒼
々
Ｇ
Ｘ
岑
ご
剔
０
刄
ｑ

両
賢
が
匹
諒
防
考
吝
ン
煕
ぶ

&
c
i
i
l
a

l
r
Q
％
F
W
沢
直

前
巨
小
、
剽
石
見
忌
。
妥
‥
。
雀
涯
弘

乖
コ
扁
卵
葺
≒
篆
背
器
鬘
０
拓

返
照
前
、
剽
乙
光
り
’
‘
尽
・
／
岳
２
／

ぷ
、
坏
低
ど
彦
こ
乖
剽
琴
夏
常

巾
申
ぐ
グ
タ
乱
ご
ユ
り
征
醤
朧

薗
売
直
刺
回
小
ｙ
ベ
ィ
兄
面
圖

u
l
'
x
'
l
y
l
s
i
r
s
l
P
s
r
a

y
w
&
Q
S
r
l
l
)
K
9
l
l
4
4
1
.
7
‘
H
　
I
S
S
S
4
1
1
1
‘
l
i
R
4
‐
l

r
　
　
　
a
r
l
C
“
禁
ｉ
ｒ
ｌ
ｉ
‐
７
Ｒ
ｊ
‐
ｌ
ｌ
Ｑ
４
１
１
％
ｊ
ａ
Ｔ
１
１
ａ
ａ
ｉ
Ｑ
９
４
?
Ｊ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
７

９

Ｊ
４
７
Ｍ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ｄ
Ｘ
４
ｍ
４
庶
Ｍ
ｙ
ご
宰
謐
一
琵
べ
罰
０
尼
泡
に
察
苔
コ
ィ
￥
ｙ
　
ｓ
ｑ
Ｍ
９
＆
４
ｔ
％
ｘ
ｐ
Ｓ

Ｏ
‐
｛
Ｊ
Ｆ
％
‘
‘
ｗ
ｔ
ｌ
２

ｇ
Ｇ
Ｊ
;
Ｍ
Ｑ
４
Ｈ
４
!
Ｇ
＆

　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賓
六
昌
卯
羞
ぷ
器
ズ
Ｔ
４

位
趾
慧
患
資
り
琴
１

Ｇ
Ｉ

戸
川

　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
兌
冴
治
ぞ
ぶ

こ
ぷ
／
ぃ
、
屁
讐
苓

町
こ
憲
雁
ご
リ

1
4
7
B
r
u

。
剔

ａ
ｌ
Ｚ
ｔ
ｃ
ｌ
ｉ
ｌ
９
Ｑ
３
ｌ
ｍ
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
４

召
弐
帽
ｒ
φ
租
Ｍ
９
１
Ｚ
ｔ
ａ
ｃ
９
　
５

ｄ

ｃ
ｇ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
恋
蓉
０
フ
λ
レ
‘

＆
冊
4
H
}
a

l
r
H
I
E
i
y
l
　
　
‐
7
h
＠
t
4
崖
ｊ
｡
７
Ｑ
／
Ｗ
(
９
Ｍ
禁

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
６
４
１
ｔ
％
４
Ｍ
Ｍ
ｊ
ｌ
ｈ
Ｗ
％
ｈ
１
７

‘
７

罷
ｎ
ｍ
～

ａ
ｍ
?

Ｊ
Ｊ
;
：
Ｗ
２
１
;
４
｛

良
Ｇ
Ｒ
％
Ｇ
ｙ
Ｎ
Ｒ
５
ｊ
ｉ

ｌ
Ｈ
４
ｊ
￥
否
よ
拓
こ
昏
７
国

０
座
回
息
瑕
徊
倅
匍
暫
￥
W
F
i

4
4
￥
n
几
祀
万
一
Ｔ
ペ
ズ
泌

馴
咎
芦
よ
宜
ご
回
硲
９
ご
塚
穴
墨
晨
宍
ぷ
廠
窓
首
訟
妙
汐
ら

冰
宰
次
涵
０
仏
敵
。
聚
沓
宍
必
罰
　
？
霖
鸞
ご
販
悟
了
ム
ン
片
ぶ

コ
皆
こ
耐
丁
弓
￥
回
Ｈ

Ｇ
Ｗ
ｇ

ｊ
Ｆ
４
＆
Ｇ
耶
ぎ
万
以
ｔ
Ｅ
。
万
口

R
t
4
G
4
c
%
4
｛
|
臨
Ｇ
Ｓ
％
Ｍ
　
７
４
ｙ
ｙ
Ｊ
＆
&
ｉ
３
堡
塁
Σ
‘
1
1

処
池
国
ｙ
‥
。
ペ
ィ
Ｇ
Ｘ
訪
盾
幻
容
量
　
コ
堡
茫
・
ぐ
昌
甜
厖
、
剔
獅
圖
沓

田
４
紺
H
l
j
j
M
S
W
y
l
‘
‘
7

i

。
4
y
y
W
y
n
j
i
G
｛
F
i

　
‰
ご
９
託
顕
？
４
ゑ
慧
簒
藤
日
小
恕
ご
ユ
認
こ
Ｎ
面
０
ぞ
営
４

剽
コ
・
症
ニ
コ
嗇
掘
弐
湿
呑
逞
石

砺
艇
扇
ｓ
官
ふ
屁
尽
今
ｆ
ｙ
拓

＆
y
4
1
1
g
l
E
W
i
察
９
『
ふ
新

附
９
‐
‘
φ
／
Ｓ
７
ご
淳
完
で
沁
ざ
俘

9
y
7
i
n
l
%
O
j
l
W
1
4
7
士

極
印
急
ご
発
芽
広
間
凹
面
、
刺
０

Ｒ
ｊ
白
雪
ぷ
燃
荒
鋲
㈲
財
一

　
瀦
．
串
渠
低
徊
礦

‘
嶺
l
‐

　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
急
所
怜
ヌ
冷

　
(
M
H
r
g
N
4
)
S
a
t

3
y
F
4

　
Ｔ
申
告
恚
辺
享
凶
中
（
べ
（
ｎ
‘
‐
、

)
Ｑ

Ｓ
４

ｏ
４
ｙ
４
ｙ
Ｑ
享
脊

○
嗇
Ｍ
Ｍ
恐
巌
＆
％
j
1
0
9
0

０
図
痙
犀
況
苫
応
匯
で
ご
シ
貿
４

寵
圓
ほ
鉱
恥
吸
弘
０
９
ふ
迦
ｒ
座

糾
り
栄
栄
司
タ
ヱ
涵
一
〇
首
藤
剽

轡
久
田
今
茎
ご
刹
９
こ
｛
タ
ご

ｊ
Ｓ
４
Ｗ
Ｍ
Ｇ
ｉ
ａ
Ｍ
'
４

ｙ

ｙ
４
‐
‘
)
Ｍ
Ｊ
‘
Ｊ
ｇ

ｙ
ｉ
ｌ
‐
７

　
恥
￥
掘
忿
￥
中
・
み
リ
琢
聊
圓
縮
痴

駆
９
喋
ぞ
万
々
ｑ
ｐ
唇
み
ほ
編
ヽ
弘
巾

０
７
ｔ
管
玉
固
⊇
温
屈
兜
逼

恚
哉
景
岑
泌
侃
禰
」
縮
ざ
Ｔ
ぺ

　
、
日
呼
冒
一
宙
ｙ
小
、
縮
４

ｏ
?
ｈ
＆

９
硲
丿
唇
０
Ｗ
に
ご
剽
恣
ぶ
嶮
暗
晦

海
Ｇ
ｄ
ｗ
ｙ
４
Ｅ
ｗ
ｌ
‘
ｗ

Ａ

リ
ふ
９
倅
蕎
志
澗
印
砂
海
０
朱
唇
０

考
レ
み
叉
丿
必
ち
ご
卯
弘
烈
農

家
０
万
今
ｆ
ご
剽
⑦
ぷ
ｑ
即
頚
縮
緬

i
G
O

J
6
&
M
G
C
M
&
R
1
4

ａ
ｌ
¥
￥
４
８
９
４
ｋ

／
Ａ
ｃ
ｏ
'
０

　
　
　
ち
ズ
‥
．
、
懸
『
ヱ
０
羞
一
〇
緬
聊

０
辿
イ
急
岩
石
〇
に
惣
倚
丿
士
λ
ぶ

　
・
天
栄
爾
昌
逗
客
引
岳
膏
ぷ

レ
み
叉
、
斤
螢
ご
汀
陽
砂
爾
＠
コ
マ

％
石
偏
が
岩
辱
恣
葬
・
天
心

コ
薦
宮
麻
苧
了
ム
ヱ
ヴ
草
ご
剽

旅
鰹
ｉ
認
可
叫
耳
元
昌
男
『

尽
コ
出
硲
９
ヂ
た
７
乙
斤
弧
ぺ
も
苓

囲
脚
誹
１
駈
腎
忿
弧
こ
回
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≒

ａ
ｙ
Ｍ

Ｇ
Ｘ
５
５
７
ｙ
{
Ｊ
Ｗ
Ｆ
ｉ

り
石
弓
９
ふ
同
僚
危
拐
勁
呆
レ
‘

４
Ｋ
'
￥
１
;
ｙ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
４
Ｍ

５

珊
兄
石
部
淳
呼
号
面
諦
念
尽
宍
ィ

４
志
認
Ｊ
ｎ
瓢
奪
回
茫
ュ
１

コ
尽
ゐ
こ
迦
涵
ヽ
尽
一
万
秘
コ

９
ご
り
。
リ
昌
江
ュ
コ
ィ
昶
采
一

Ｓ
３
１
卿
屁
こ
灸
べ
司
朗
齢
９
迩
揃

%
Ｒ

２
７
Ｈ
ｔ
Ｇ
罰
ィ
只
弓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
&
y
y
M

リ
系
必
淳
團
犬
石
聊
竺
示
レ
‘
ぶ

叉
夕
ｕ
宙
、
昌
忌
詞
萱
原
疵
（
謬

歩
出
０
不
治
喩
０
脛
讐
堅
印
一
浪

ふ
固
眉
営
函

つ
９
ふ
沙
翁
コ

o
y
5

Ｘ･

見
回

ぷ
衝
圖
Ｍ
察
荼
営
肝
ぶ
ぺ
、
れ

婆
）
　
、
こ
盲
号
ぶ
珊
蕊
ぶ
牙
浙

　
公
苓
で
ゐ
叉
谷
沢
｀
淳
穴
笞

鵬
ｉ
ｄ
Ｊ
｛
Ｎ
Ｃ
Ｎ
ｙ
ｙ
‘
４

Ｘ

９
｢
ｓ
Ｎ
ｇ

ｙ
Ｍ
容
ふ
っ
こ
少
宮
田

み
所
昌
罷
票
士
２
／
ｙ
ヨ
涵
０

示
レ
み
叉
ぷ
螢
ご
刺
皐
宵
叩
言

宣
襖
ら
販
９
で
み
叉
ぶ
禁
忌
嶮
ｙ

生
に
一
２
／
ら
回
一
逗
、
日
石
土
石
一
小

コ
弐
心
俘
９
』
￥
宣
迄
二
穿
了
訓

聊
僣
芯
鋸
堕
雷
芯
才
ゆ
乳
ｙ

Ｑ
？
コ
弐
答
売
ぶ
可
塑
盾
薪
０

雨
宮
｀
限
り
ｕ
ｌ
ざ
む
ミ
嗣
ｙ
双
涙

Ｋ
。
見
回
ぷ
伺
心
奥
芯
匂
９
ｑ
剔

９
倅
弐
ぞ
ふ
コ
倅
息
冒
趾
瓢
泌

酉
蔀
冨
べ
ｕ
ｌ
ざ
む
？
軍
２
子

餅
ｗ
Ｍ
ｙ
Ｍ
ｙ

ｙ
５
ｙ
&
Ｊ
ｈ
７

ユ
坏
兄
箆
５
児
直
男
尽
恥
Ｙ
．
、

劣
位
ぶ
大
嘉
ま
り
ｕ
ｔ
ざ
ご
Ｇ

９
忌
辰
６
ぼ
爾
０
づ
ｕ
ｔ
ざ
芯
石

M
y
M
I
I
M
I
濠
呼
・
芯
ａ
恥
旨

薪
濤
唇
０
琴
海
９
ぷ
〉
ご
淳
ぶ

　
　
　
　
　
゜
見
回
ぷ
９
心
ン
々
￥
４

言
写
粥
縦
忿
６
茨
詣
Ｚ
氏
笛

印
忽
吻
旨
纒
ぷ
（
喫
賭
胆
芒
分

刄
国
一
）
ぶ
万
寥
詣
忿
言
砦
港

畷
堡
玄
ぶ
ゲ
ム
９
？
コ
ベ
ｎ
よ
畳

４
沢
讐
舜
ホ
尽
ｕ
ｔ
ざ
あ
帰
ふ
９

倅
忿
贋
ご
才
宍
ダ
ご
う
？
。
９
政

コ
弐
答
肆
反
雲
Σ
つ
豆
回
０
咄

U
蒙
％
ｙ
４
‐
４
Ｍ
　
Ｘ
ｌ
ａ
ａ

駁
可
０
蒙
古
サ
邱
ゑ
？
賄
諮
４
ｗ

印
班
７
芦
冷
尽
ｕ
ｔ
が
ご
ぶ
汀

工
考
希
ぞ
り
片
鱗
甲
ふ
守
凛
・
ふ

ａ
ぷ
ヱ
一
と
盗
忌
尽
ｕ
Ｉ
ぷ
〉
ご
羽
碗

Ｍ
吏
＆
X
N
¥
M
C
G
1
1
j
l
G

扉
ぷ
笞
ざ
£
４
扉
玉
宕
Ｉ
ぶ
〉
刎

９
琢
。
９
ミ
ヅ
う
皐
月
ヱ
坏
９
￥

參
ン
ぽ
０
淳
窓
言
蒙
≒
べ
ｎ
ｔ
�
公

召
淳
弐
ざ
玉
屈
頓
昌
吊
片
遥
う

認
｀
り
乖
っ
付
揚
ｗ
座
席
こ
７
‐
・

４
１
９
ィ
こ
芦
ホ
尽
ｎ
ｔ
ざ
ご
ｒ
坏

召
脊
也
昿
趾
煮
温
可
尽
ふ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
９
９
弘
Ｏ

司
哭
聡
酒
ツ
ヨ
倅
９
呻
恋
朧
０

肺
迎
０
聚
ギ
聊
冪
石
託
言
泄
召
ぶ

名
９
迂
忿
一
回
服
ザ
応
｛
‥
一
Σ

ｑ
旦
謳
酒
居
建
玉
へ
丘
よ
畳
マ

冪
志
忿
こ
罰
丿
匈
０
石
気
心
匹

０
公
司
回
習
算
「
司
９
謔
陥
温

雅
元
Ｗ
砺
訪
海
滋
」
羽
尺
汀
ｑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
司
政
９

政
Ｊ
ぷ
Ｊ
兵
営
冴
尽
乙
郵
４
っ
き

り
政
尽
尽
洋
司
言
窓
０
河
列
な

＆
％
狸
昏
蒙
玉
り
ｕ
ｔ
ざ
ご
ユ
Ｑ

卯
弘
９
司
ぷ
ふ
コ
尺
可
９
２
畜

印
汲
鮒
ご
り
？
「
兌
即
陥
海
面
羽

０
（
Ｊ
萌
延
蜃
）
羽
仏
名
聚
こ
ぺ
？

９
り
西
荼
寡
恰
悪
悶
逼
至
～
瓦
ｔ

ｆ
Ｚ
コ
Ｍ
ｏ
芦
j
W
I
‘
‐
7

J
O
r
t
4

　
・
完
苛
治
高
々
９
溺
匂
倅
９
有

團
縮
］
９
席
弓
９
ふ

舜
聯
蛮
痢
胆
蓉

涙
岑
芯
早
吻
ｃ

F
n
K
I
巌
岑
盲

恚
ざ
お
帰
り
帰
ｑ

　
・
９
宰
彷
Ｔ
ぶ
回

同
価
罰
弐
芒
９

ぶ
コ
‥
一
蕃
暫
ご
哨

？
屠
悶
辱
翌
雷

罰
ｑ
Ｊ
ｙ
φ
海
原

僥
９
応
石
コ
甫
４

忿
然
盗
／
ハ
昌
涙

０
笹
原
７
Σ
、
ｎ
Ｑ

っ
｀
剔
帰
ｑ
帰
ｑ

　
　
　
　
　
°
９
９
弘

？
「
ぷ
ヱ
コ
倅
り
団

恥
咎
照
恋
恋
ぶ

囲
宍
ご
尽
こ
濯

辞
ｏ
笹
原
７
Σ
ｊ

９
腿
心
一
〇
こ
Ｔ

４
劉
冨
卯
轡
星
丿

詞
０
９
？
回
翼
咄

回
胞
迄
４
河
ご

ｏ
ｒ
ｇ

Ｊ
７
Ｍ
ｙ

忌
詞
晋
ユ
ｊ
ｊ
［

D

S
I
M

j
¥
9

ｍ
ｈ
＆
Ｍ
ａ
Ｓ

習
ｏ
苔
昌
厚
床
爾

ｏ
呼
応
］
Ｔ
４

　
　
葦
率
べ
ｎ
‐
Ｉ

s
4y
4r
¥
‘
9
l
j
4

日tzご・£ｔ!ΞＰｔア由９ヤ･ﾛia9 （励萱日勤珊回一個ﾖ膝）

一－

.･y...･j’

ら/l

c，W

－

Ｔ
宮
洽
ヽ
剔

一
目
ｙ
・
膀
こ

ぶ
卯
‐
、
芦
｝
誓
忿
’
一
回
岸
耐
咎
司

ユ
ｑ
藤
娘
ン
聊
ィ
Ｙ
シ
轡
ふ
み
宗
駆

０
ン
Ｊ
ユ
ら
字
訓
？
つ
官
て
丞
塁
匹

蓄
志
犀
和
Ｔ
暇
以
ム
雅
ご
ｑ
泄

ｈ
ｌ
Ｉ
’
‐
Ｆ
゛
ｌ
声
！
ｉ
Ｉ
か
’
ｌ
ｌ
ｊ
　
ｉ
乙
‐
Ｆ

(F)

旨



-・

＠

缶

-.一一Jj･

噛４
９ａ

ｌ

．とこＹ

ｙ

哨１

¬
１．＿

C.

集
抑
じ
倅
ヽ
９
淳
９
肩
口
印
池
蜃
回
禄
コ
‘
ｑ
附
録
み
ｔ
ぶ

£
一
Ｅ
ぷ
ダ
／
な
糾
…
写
ン
々
弘
刹
み
国
一
旨
禄
ｑ
帰
り
」

９
;
ｙ
１
１
‐
７Ｍ
／
４

。
９
ｙ
ｙ
＆
)
￥
ｉ
Ｓ
ｙ
挑
発
肩

コ
９
私
墜
翁
０
ヨ
贈
必
薦
ュ
認
諏
聊
漂
函
劈
逼

拓
コ
［
鴬
Ｑ
ン
萌
ュ
印
回
痙
堅
ヨ
葺
江
沢
迄
硲
卯
密

話
冊
畠
冨
印
池
肪
０
玄
海
懇
茲
馴
９
宵
亘
児
こ

聡
乖
ｕ
が
４
？
ご
淳
昌
ぶ
剔
？
心
ｙ
ｑ
蚕
冨
り
印

r
Q
(
1
7
Q
7
d
G
I
震
お
弓
）
国
衝
心
予
言
琴

４
サ
ち
。
１
兄
ぽ
豚
盲
可
曹
混
声
雲
泥
国
０
ぷ

　
、
引
惣
痙
萱
漏
鰍
会
丿
早
ぢ
４
忌
昌
ヱ
軍
宵
？

陶
聡
乙
琳
国
温
べ
・
‐
‘
ミ
灸
に
旨
豪
浄
と
諾
O
S
I

０
哲
脊
足
早
裾
―
齢
倫
こ
晋
矛
コ
前
回
萌
皆
屁

ｍ
ｌ
ｏ
ｊ
ｙ
ｋ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
Ｍ
｛
６
＆
ｒ
４
９
／
Ｊ
Ｍ

砺
死
崔
藤
原
兄
ヨ
タ
卵
嶮
苔
心
奥
こ
宮
脂
破
瓜

ぶ
息
乃
ロ
／
Ｔ
髪
頭
乙
今
庁
｝
雁
昌
江
Ｊ
ユ
方
コ

印
繋
温
堅
０
膀
蛍
偏
光
岸
曾
涵
？
晋
‘
厨
厄
菖

叫
禿
忿
ご
マ
漏
蜜
豆
毘
ぶ
卵
副
闘
、
忿
暦
ｙ
ｑ
？
豪

砧
営
座
丿
乳
罰
弘
・
懇
ぶ
秘
ｉ
橋
淳
嶼
荒
温
雅
ユ

y
/
M
J
M
G
I
ィ
（
倅
９
弓
Ｅ
ぶ
7
7
方
図
雷
９
涵

Ｍ
ｉ

２
ｙ
ｒ
ｕ
&
Ｍ
％
＆
１
＆
）
７
Ｎ
０
５
Ｍ
Ｃ

雅
沁
辺
？
泄
ご
Ｔ
コ
苓
漂
４
影
薦
綸
一
肩
禍
亨
・
・
・
・

ｏ
迦
営
農
観
ｏ
已
】
ら
哨
『
ｙ
ミ
ベ
昭
妁
話
笥
こ
器

丿
照
闘
涵
０
一
甫
涙
闘
懲
剪
涵
憲
容
石
λ
苔
ふ
弓

　
旨
コ
／
Ｔ
ダ
ぐ
ぷ
廠
今
別
週
回
折
了
・
ふ
讐
齢
躇
一
珊

乙
芯
図
Ｔ
・
λ
泌
膳
鰍
片
ぺ
万
劫
ま
ｗ
�
珊
万
は
疑

　
　
　
‐
‐
‐
　
‐
‐
‐
1

‐
”
‐
.
‐
1
‐
1
’
‐
1
’
‘
”
1
“
“
‘
”

‘
”
“
’
‘
1
‘
”
’
“
“
1
“
1
1
‘
9
z
w
Ｊ
IS
l
i
Z
q
’
j
u
’

‘
X
1
1
S
1
9
S
/
’
1
l
i
/

U
:
g
¥

H
剃
０
肩
笞
・
罵
国

、
冊
温
氾
薯
仏
眼
罵
国
尽
ｉ
蜃

一

同
硲
￥
・
こ
・
恵
蓼
５
…
…
砂
洲
聚
石
河
岸
こ
ユ
ｑ

０
田
ほ
碍
船
、
Ｇ
９
ミ
り
扁
官
葺
聘
薗
昌
届
刀
尽

　
Ｑ
ゑ
萍
ぷ
々
０
（
Ｊ
俘
忌
量
ふ
９
ｑ
刀
ご
？
回
ィ
一
。
｀

９
ゑ
融
墜
ヱ
ー
泄
警
こ
呆
肇
斑
響
谷
碓
副
緊
征
処

ほ
９
１
・
ネ
‥
‥
ぃ
回
ｊ
ム
『
ィ
繋
船
恥
（
愕
台
言
・
斑
蛎
）

碍
癩
皆
よ
必
罰
琴
心
ｊ
ご
燎
兄
り
豆
呑
菜
誰
涵

ュ
ざ
原
溺
ぷ
涵
Ｇ
り
昌
屁
辿
昌
穴
Ｔ
‐
よ
．
ｎ
ぶ
４

ロ
ム
λ
呼
や
骨
石
弘
０
９
え
ご
溢
註
燭
陥
泄
辿
臼

剽
肆
５
ご
淳
９
哭
后
憩
工
廠
苧
応
即
温
海
０
蜃
固

Ｓ
Ｍ
ｇ
ｇ
Ｍ
Ｉ
芒
心
Ξ
芦
垢
烈
旱
（
船
宿
一
策
ｏ
犀
ギ

混
屏
Ｈ
）
孤
去
４

ｙ
ｇ
４
４
Ｗ
Ｊ
２
４
７
Ｒ
４
＆

吟
堡
昌
節
盗
写
剽
９
剔
旦
真
庭
震
ご
八
派
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
い
考
証
霞
０
習
俗
箭
陽
一

卯
実
字
１
‘
善
仙
石
以
ム
狛
‥
池
国
０
欧
肩
０
コ
。
Ｑ
即

9
J
S
I
駱
ｏ
Ｔ
硲
鮒
Ξ
昌
以
司
濤
茄
回
こ
谷
吟

腹
句
詞
以
陥
卯
突
昌
旅
珊
９
倅
茎
辱
知
コ
㈲
０
？
》

双
孤
忠
漂
葺
分
冊
葵
崔
霧
」
・
え
び
善
ン
ぼ
呂
言

　
「
胎
苔
冒
そ
公
」
ｏ
ｚ
ぢ
こ
剔
謳
燃
脳
逼
ぞ
昌

今
醤
＠
を
。
倅
０
尽
昆
邸
息
ゐ
瓦
勾
粂
真
獣
痴
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
詞
回
砺
珀
辱
９

尽
占
ヱ
つ
ふ
９
ぞ
い
９
尿
石
背
ュ
回
忌
回
忌
が
冊

作
土
「
　
　
　
ケ
　
ご

肯
孫
軽
ぶ
琴
喜
冊

’
・
”
　
ハ
　
　
ー
ト

９
兌
ぶ
「
細
屈
」
「
揃
聊
」
○
昌
薇
嶺
苔
ｙ
心
仏
倫

？
喫
惑
聊
祠
附
漂
沿
弓
鰍
慰
昌
召
厘
０
曇
丿
可

　
　
　
　
゜
完
即
訟
策
丿
昌
良
剽
亘
。
芯
必
ぞ
行
昌
逗

７
ｙ
％
ｃ
紐
高
幽
Ｍ
ｇ
Ｈ
３
９
％
Ｎ

ｙ
ｃ
９

聊
貌
阿
沢
苓
限
函
百
々
リ
才
応
腿
コ
包
堕
ぞ
洽
呉

ユ
ｎ
マ
（
蛍
奮
豚
）
　
「
…
…
腿
廃
ご
塁
個
覇
ｙ
『
導

癖
簑
犀
怒
回
ご
兎
然
悶
迄
弧
Ｗ
（
…
…
）
願
廼
皆

Ｙ
？
坏
亘
昌
ヱ
『
藍
雲
泥
国
、
諮
回
遠
藤
伍
讐
茎

印
、
啓
司
回
心
・
朗
石
沢
崔
こ
イ
啓
簾
印
２
京

＆
Ｍ
ｎ
ｙ
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｓ
言
萱
蚕
恙
陽
泌
￥
０
豚
冨
遠

t
j
l

j
昼
Ａ
っ
ふ
０
弓
官
医
碑
菖
、
石
弓
簑
芯

願
回
漕
［
ご
暗
ヴ
靭
匯
卵
零
ぶ
沿
Ｙ
万
万
百
匠
丁
･
'
‘
.
C

ｙ
弓
ぶ
回
心
屡
０
腕
貫
イ
Ｇ
柘
ら
召
盛
託
言
百
Ｔ

疹
苧
歯
固
０
尽
沿
２
で
鴛
弓
」
み
ｍ
ゴ
ニ
澗
琳

匝
回
沿
医
涵
・
誕
宰
三
原
印
泄
応
召
０
砺
肩
巾
ユ

ｑ
？
。
凭
ｙ
付
Ｒ
ｙ
蒜
帑
汚
尽
ユ
箔
石
弓
「
畷
遊

堅
硲
聊
Ｊ
Ｏ
Ｊ
力
石
函
剽
９
僣
そ
靉
悟
淵
鴛
ら
？
ら

っ
い
付
コ
優
昌
否
（
輦
恢
濠
）
　
「
漑
四
〇
八
孫
嶺
一
冊

恚
Υ
μ
爾
▽
」
ユ
ｑ
？
（
恙
厚
）
『
「
完
ｗ
江
９
ご
ひ

？
２
芯
巡
回
暦
ｗ
Ｍ
Ｌ
Ｑ
ｙ
采
嗣
脚
こ
μ
仮
佃

瑞
り
弓
μ
諭
回
賀
詞
ザ
雲
こ
ご
９
冷
ぞ
ふ
削
吟
ろ

ｎ
弘
琴
恰
で
面
。
荷
引
‥
。
俯
劈
ィ
９
鰻
墜
謳
可
忌
否
谷

々
コ
簿
堡
盗
罰
値
ま
壽
「
昇
偕
ｉ
」
回
忌
沁
゜
倅

９
ｙ
ｙ

Ｍ

Ｇ
６
４
Ｍ
Ｗ
Ｍ
Ｏ
ｌ
ｌ
Ｍ
￥
４
Ｊ
Ｑ
ｔ

&
＆
１
４
１
４
ｏ
９
Ｇ
ｒ
４

ｌ
ｏ
７
４
８
ｓ
;
ｙ
ｙ
ｃ
Ｓ

誓
刀
芯
琢
り
４
廠
り
芯
安
々
翁
石
弓
嗣
ご
冴
妻
恋
ｗ

�
便
習
示
ュ
ｑ
ン
こ
４
震
印
塙
芯
恙
町
而
簒
ギ
涼

9
F
G
y
h
7
蕗
命
塁
歯
尽
ぢ
今
回
ｑ
ｍ
普
兪
帚

謄
写
命
（
懲
尋
）
フ
こ
百
丿
烈
腸
発
行
ス

廻
．
ｓ
ｊ
ぴ
ズ
以
逗
弐
岑
ふ
随
一
ヽ
ュ
ー
弐
蓋
勁
郷

偕
否
量
諺
腸
図
詣
答
り
。
ユ
屋
蚕
蒲
Ｅ
謳
光

岳
９
尺
八
｀
万
丿
俘
ｑ
」
つ
田
込
馨
泥
繋
石
｛
路
一

ｍ
}
３
１
９
Ｓ
｣
%
４
５

９

９
ｙ
Ｍ
４
[
ｕ
Ｒ
ｇ
Ｍ
ｙ
＆
Ｒ

り
琴
冶
ぷ
ご
９
宰
池
ｙ
や
ご
召
宵
こ
Ｙ
溺
混
席

ｑ
芦
偏
。
財
昌
４
Ｍ
ｙ
Ｔ
ｙ
べ
ｚ
曝
首
涯
ィ
言
荘

り
昭
っ
こ
留
班
遥
珊
旨
巡
詣
謳
芦
行
（
俯
切
石
・

弘
芦
一
心
）
＝
ぶ
Ｉ
が
寄
合
画
号
喫
蔽
９
り
沼
々
り
り
マ
フ

ぶ
「
い
行
剌
瀞
今
忽
悶
珊
」
ン
カ
肩
ら
只
ぶ
屈
居

ン
ユ
吸
昌
壷
認
屈
一
旨
高
ュ
ｑ
マ
ツ
９
兄
認
昌
百
弓

/
4
y
爾
分
力
「
９
り
。
ユ
石
弓
・
Ｍ
感
心
一
」
フ
ぶ

y
/
％
『
鎗
爾
１
‐
ｃ
Ｇ
｡
９
倅
習
習
海
運
（
暴
管
障
）
　
「
悪

果
讐
三
原
昌
涯
」
罰
ュ
ｑ
赳
コ
リ
ｑ
Ｍ
ｙ
ュ
つ
石
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
。
９
り
。
ｑ
Ｆ
と
堂
Ｑ
〔
心
肺
ぶ
「
屁

？
一
晋
ご
恩
雪
沓
邨
￥
凹
…
ご
っ
羽
旛
「
活
ｙ
」
９
ュ
つ

河
ぷ
互
回
閤
罰
ｑ
Ｑ
三
郷
屁
、
ユ
畳
百
舌
誦
W

Ｙ
、
ｑ
態
回
ら
ゼ
ぶ
ｔ
升
葺
石
勝
一
φ
毎
回
逼
Ｑ
煮

ｙ
Ｍ

Ｇ

７
４
７
Ｍ
ｙ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｃ
Ｒ
卵
迄
回
ュ
Ｊ
回

り
曼
八
万
ぷ
荊
回
営
Ｇ
宵
行
沢
仰
砿
泌
誦
便
器

厨
浪
回
路
認
一
隠
回
后
回
温
「
活
語
」
９
ふ
低
冷

４

ｏ
７
４
ｙ
‐
＆
ｔ
Ｇ
７
４
７
ｄ
ｊ
Ｍ
ｙ
Ｇ
６
ｙ
Ｍ
河
沼
舌

�
碍
剽
白
９
聡
。
ツ
昌
訟
ぺ
芯
即
訟
屋
０
惣
芦
弓

コ
鹿
汗
辿
謐
7
y
｛
|
零
ぷ
肇
享
９
Ｇ
９
昌
菜

恕

冪
錐
七
今
孚
刻
隔
屎
唯
穴
ツ
ィ
Ｇ
Ｔ
ユ
路
辺
恐
慌

Ｆ
７
‘
ｙ
Ｍ
ｉ
ｄ
ｊ
Ｍ
￥
％
ｉ
&
|
|
拍
姑
蕊
草
回
百

４
ｃ
ｔ
ｃ
ｊ
ｊ
７
　
ｊ
｝
Ｅ
ｄ
／
菖
誕
辰
原
茸
ｏ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｙ
回
聡
穿
「
庭
ぶ
忿
Ｔ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
望
７
辿
」
９
乖
霊
沼
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４

ｏ
ｏ
ｙ
Ｍ

０

４
ｙ
酒
Ａ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｑ
;
４
＆
４
７
Ｘ
‐
醵
閃
回
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓
恕
兪
光
源
こ
え
『
渥

i
=
S
1
4
6
4
･
c
4
4

｝
ニ
…
　
　
　
　
　
　
…
…
゛
゛
」
・
…
…

循
盾
号
肝
奮
闘
苓
ｙ

喋
ｑ
廠
官
霞
齢
嚇
背
訪
片
・
・

聊
爾
酒
器
応
０
邨
ｙ
回
賜
９

倅
見
万
万
聡
夕
早
ｏ
そ

　
　
　
　
　
゜

９
宰
沁
ぶ
ぶ
り

ユ
￥
昌
富
之
ご
乖
剔
ユ
ｑ

？
轡
哲
こ
落
雁
ご
之
ぶ

c
M
t
l
駝
鼎
墨
)
4
冊
混
一

日
日
珊
ユ
ー
司
ざ
遥
豆
旨
み

７
罰
落
石
坏
ｑ
帰

・
９
回
心

＆
ｊ

Ｍ
Ｉ
＆
．

ｓ
ｌ
ｓ
ｊ
ｌ
＿
ｋ
．
Ｉ
．
ｌ
ｓ
一
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・

（ｅ） £　１旨なあ9t？01a9 ご 日tア 鼠謬潟蕎漣珊三忿 （身唇日－曝回一屁焉）

－

　
　
　
　
　
／
ま
鴎
ｉ
Ｑ
嗇
一
波
痛
切
累
刄

、
１
習
薯
￥
g
l
S
r
皺
謐
ｉ
ｉ
」

、
土
Ｑ
寫
Ｑ

‘
Ｉ
Ｓ
９
１
１
１
４
!
ａ
ｌ
ｌ
ｌ
…
ｉ
ａ
ｌ
ｍ
．
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ｉ
･
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
｀
轟
5
¥
‾
4

揚
羽
―
自
昌
・
旨
幽
ｉ
’
ぼ
・
Ｑ
ｇ
互
国
呑
・
侭
・
・
ｙ
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
螢
・
樋
瀬

曙
泰
｀
随
μ
緬
瓊
奪
軍
国
蛍
必
苔
目
一
ｉ
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
収
樋
陥
原
則
好
字
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
Ｊ
‐
徊
限
胸
糞
聊

峰
昶
唇
Ｑ
瀬
揚
目
Ｆ
早
一
瞬
糞
章
裏
蘇
恥
乙
ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訪
穏
湿
原

＆
４
ｌ
ｍ

。
４
揖
刎
翠
図
汝
、
好
儲
聊
脊
振
虫
害
日

　
　
／
必
‥
加
瀬
揚
目
・
‘
勅
加
一
恵
奪
軍
国
画
応

　
　
　
　
　
　
　
駁
論
癖
磁
渥
毎
ふ
ぶ
ボ
ム
　
￥

冴
φ
朧
耶
寓
７
ぶ
Ｊ
ム
ヽ
収
樋
Ｏ
Ｔ
ふ
Ｖ
Ｎ
・
雅
刄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
｀
嗇

　
肇
琴
査
話
幕
岑
參
専
召
蜘
唇
Ｑ
奪
不
一
国
画
応

熹
河
笞
囲
吉
辱
尽
沼
犀
岩
≒
冷
コ
祢
礦
碍
副
コ
禰

出
刺
葵
迄
荼
蒋
翁
Ｈ
懲
ａ
蓉
民
謡
￥
９
建
言
盾
ｊ

「
程
詰
屈
鋲
恥
」
。
ぶ
Ｑ
喋
巡
貨
涵
刺
刀
４
尺
罰

鍬
９
ふ
癌
砺
こ
鯨
爾
脱
仙
っ
？
£
・
ダ
亘
照
明
膏
ぶ

循
俳
９
譜
μ
附
帯
〇
呼
守
宵
？
司
ｙ
ご
μ
こ
逗

縮
恕
蒙
０
兎
一
脈
硲
〇
呼
￥
尽
ご
ユ
ご
宰
昌
ふ

リ
ン
ニ
湘
刺
屋
認
一
聊
菅
Ｑ
逗
縮
尺
琢
？
応
託
言
１

｜

＿

.

a

S

」

乖
ふ
ミ
回
０
９
ふ
孵
卵
冷
Ｉ
尽
鴛
畜
嵐
っ
こ
「
〉
Ｔ

Ξ
必
胴
・
ご
？
ｋ
去
習
Ｔ
￥
巾
聶
囲
」
原
価
現
一
粟

０
卯
測
認
証
官
貫
こ
奪
回
熹
ツ
ぽ
宦
采
装
脊

r
M
c
t
c
o
7
Q
9
4
R
y
W
4
c
l
紬
価
り
圖
≒
卯
司
な
″

０
茅
活
路
爾
溜
石
諒
旱
ム
レ
’
嘉
μ
べ
乙
√
ま
闘
讐
蔓

邦
貨
痙
盾
百
万
訟
罰
帰
９
芯
乙
矢
旋
回
衝
ご

り
矢
φ
芒
刄
回
器
Ｇ
汽
石
鮮
ぎ
蚤
ふ
「
遊
歴

｜

・
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’
と
の
敵
対
的
飼
養
爪
み
出
す
。
そ
れ
は
ま
さ
に
先
進
的

　
大
衆
が
前
衛
党
員
へ
と
上
回
す
る
過
渡
的
存
在
で
あ
る
が
ゆ

　
え
に
そ
う
な
の
で
あ
っ
て
政
治
老
農
的
解
体
の
対
象
と
し
て

　
の
み
彼
ら
を
捉
え
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
だ

　
か
ら
こ
そ
理
論
的
・
政
治
的
・
組
檜
的
に
わ
れ
わ
れ
は
篠
田

と
し
て
断
固
た
る
存
在
と
し
て
常
に
あ
・
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
旧
旱
大
Ｌ
Ｃ
を
構
成
し
て
い
た
同
志
瀕
君

に
現
在
に
お
け
る
腐
敗
し
た
状
態
は
一
体
公
休
許
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
四
・
二
八
闘
争
総
括
を
め

ぐ
る
総
括
論
争
の
不
毛
性
、
ア
ス
パ
ッ
ク
闘
争
・
蛋
宿
命
テ

闘
争
指
導
を
め
ぐ
る
混
乱
と
赤
軍
派
琴
海
に
お
け
る
分
派

闘
争
の
官
僚
主
義
的
統
制
（
い
わ
ゆ
る
「
二
つ
の
プ
ロ

通
」
）
お
よ
び
党
的
指
ド
の
マ
ヒ
、
秋
期
安
保
決
戦
の
敗
北

か
な
く
、
か
か
る
人
間
ど
も
に
振
り
回
わ
さ
れ
歿
論
主
義
的

に
早
大
安
席
を
解
散
さ
れ
た
事
に
激
し
い
怒
り
を
持
つ
と
共

に
一
刻
も
早
く
支
部
再
進
め
ざ
し
て
闘
う
享
を
明
ら
か
に
す

る
為
に
も
、
実
践
総
括
の
み
な
ら
ず
、
理
論
的
瀕
間
遠
に
も

次
に
答
え
て
ゆ
き
た
い
。

7゛’“゛･゛”“゛｀４･!
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９
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彼
ら
の
廻
論
的
根
拠
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
（
社
学

問
早
大
息
豪
員
会
な
る
サ
ー
ク
ル
集
団
の
小
冊
子
）
に
於

い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
は
大
き
く
い
っ
て
一
一

つ
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
正
当

な
評
価
を
下
し
良
心
的
諸
君
の
苦
闘
に
答
え
て
ゆ
か
な
く
て

指
Ｆ
の
立
ち
遅
れ
と
し
て
、
主
体
的
に
総
括
さ
れ
ね
ば

ず
」
（
前
掲
者
）
に
終
っ
て
し
ま
う
所
に
役
ら
消
極
匯

誤
謬
が
潜
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
安
保
決
戦
の
総
括
と
さ
れ
る
や
そ
こ
に
は

筆
』
「
我
さ
の
区
別
は
な
く
六
十
六
年
二
次
ブ
ン
小
一

時
ま
た
は
六
十
七
年
の
わ
れ
わ
れ
し
か
総
括
さ
れ
る
趾

存
在
し
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
打
倒
さ
れ
た
【
】

戦
」
も
同
盟
休
に
逃
亡
し
つ
つ
あ
る
「
情
況
」
も
Ｉ
然

り
、
わ
れ
わ
れ
の
退
去
を
清
算
す
る
、
と
り
わ
け
の
泄

の
意
義
も
永
遠
の
未
来
と
し
た
総
括
で
し
か
な
い
９

る
。
旧
来
の
ブ
ン
ト
が
戦
術
的
課
題
の
実
現
を
も
っ
て
一

的
課
題
の
実
現
と
直
接
二
重
写
し
に
す
る
よ
う
な
大
慾

小
戦
術
論
の
延
長
に
あ
り
、
そ
れ
は
不
断
に
戦
術
全
興

る
い
は
戦
略
主
義
と
し
て
し
か
自
己
を
表
現
し
え
な
を

問
題
を
指
摘
し
（
そ
れ
自
身
と
し
て
は
正
し
い
）
金
座

政
治
路
線
・
組
織
－
運
動
形
熊
を
創
出
し
え
な
か
っ
た
｀

咋
｀
ぺ
な
け
い
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。

会
で
提
起
さ
れ
た
慢
略
論
、
運
動
型

ち
返
っ
て
総
括
し
、
わ
れ
わ
れ
の
継
承
性
を
明
ら
か
に
’

い
こ
う
。
そ
れ
が
少
な
く
と
も
旱
大
安
部
内
に
存
在
し
Ｉ

た
二
つ
の
傾
向
の
分
岐
点
で
あ
る
か
・
ら
だ
。

　
　
（
！
）
逼
燃
笹
界
論
の
方
法
と
世
界
乱
国
㈲
啓

論
に
関
し
て
は
数
多
く
総
括
さ
れ
る
べ
き
点
が
あ
る
。
一

を
遠
べ
る
な
ら
ぼ
平
田
清
明
批
判
・
岩
田
批
判
を
通
ぶ

野
三
段
階
論
に
立
脚
し
て
構
築
さ
れ
て
い
る
数
々
の
酒

世
界
論
の
湖
化
と
し
て
、
更
に
帝
国
主
義
と
ス
々

－
ｌ
ｕ
こ

ト
に
押
導
さ
れ
た
擬
制
的
労
働
者
国
家
と
我
々
に
贈
讐

る
べ
き
労
働
者
国
策
と
い
う
三
つ
の
政
治
形
態
の
並
堡

で
あ
ろ
う
世
界
過
認
司
入
ま
て
の
時
代
と
武
界
層
認

解
明
が
経
済
的
政
治
的
に
規
定
さ
れ
て
ゆ
く

プ
ロ
独
連
発
↓
世
界
統
一
共
和
制
の
問
題
と
し
て
設
置
‐

ゆ
く
事
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
諸
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。

り
わ
け
価
値
詞
鍋
・
価
値
法
則
を
め
ぐ
る
抽
象
的
人
望

の
規
定
な
ど
は
早
急
に
解
決
す
べ
き
課
題
と
し
て
存
在
ト

い
る
。
理
論
を
徊
で
討
論
さ
れ
た
問
題
を
若
干
ま
と
め
ｙ

郷
渾
顎
ほ
が
尻
フ
ル
と
の
ボ
ス
僥
の
や
り
方
）
を
孫
介
一
る
な
・
ら
は
次
の
様
に
な
る
。
過
渡
箭
社
会
論
の
確
立
吐

に
し
て
、
社
共
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
止
妬
し
、
衝
一
期
世
界
と
世
界
一
国
同
時
革
命
戦
略
・
論
の
構
吏
に
と
っ

左
翼
が
革
命
的
プ
ロ
レ
々
・
μ
ア
の
政
治
的
代
表
へ
と
実
体
的
弓
矢
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
剔
囲
的
旧
燧
と
屍
曳
徊

武
装
闘
争

』 非
合
法
領

　
Ｉ
　
　
　
゛
　
゛
心
　
　
　
ｙ
ｌ
.
.
S
a
‐
l

.l
d
　
d
Ｉ
￥

　
　
　
　
に
の
み
、
戦
争

　
　
　
　
世
界
荼
命
戦
争

　
　
　
　
規
筆
は
存
続
し

　
　
　
　
る
の
で
あ
る
。

ｗ
ル
宍

で
は
党
と
そ
の

に
・
か
。
レ
ー
ニ
ン
は
遠
べ

｝
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
武

¨
腎
史
的
胞
命
に
そ
む
く

】
ぜ
を
と
り
こ
わ
し
て
し

に
テ
革
命
の
軍
事
構
鯛

こ

玉
置
社
会
に
翌
る
ま
。

″

れ
る
の
で
あ
る
。
い
い
ヽ

乙
限
り
社
会
主
義
社
命
な

一 一
　

党
と
そ
の
直
轄
・
痢
の
一

こ
霧
労
働
と
、
精
神
俊

一
・
組
織
す
る
も
の
と
し
て

一
隻
と
社
会
的
分
業
の
最
一

　
　
　
　
Ｉ
揃
し
た
も
の
ヽ

　
　
　
　
　
と
が
明
ら
か

　
　
　
　
　
ｒ
文
化
幕
今

　
一
心
七
心
心
七

る
も
の
と
し
Ｉ

　
一
性
格
を
失
っ
て
い
る
の
Ｉ

　
一
て
も
よ
く
、
た
だ
党
は
Ｉ

　
そ
の
性
格
を
一
変
し
刄

　
石

橋
頻
発
か
畠
用
’

　
て

「
政
治
上
の
遜
添
」

　
Ｏ

　
　
こ
の
事
を
無
視
し
社
ふ

　
と
い
う
ス
タ
ー
ｕ
ｙ
ン
沓

　
し
て
い
る
。
し
か
も
驚
ど

　
と
い
う
岨
沢
爽
ま
が
い
｛

　
の
反
ス
々
・
１
μ
ン
主
義
べ

　
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
戸

　
゛
（
は
か
か
る
思
考
を
｛
玄

　
る
尨
に
も
過
渡
期
凭
戸

　
的
政
治
的
諸
関
係
の
解
四

　
　
共
産
主
義
社
会
の
石

　
記
示
さ
れ
る
如
く
「
資
忿

と
し
て
明
・
ら
か
に
さ
れ
る

　
廼
の
第
一
段
階
官
社

の

j 9 ♂
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昨
４
・
2
8
闘
争
か
・
ら
・
安
保
決
戦
へ
至
る
渦
程
は
、
策
・
物
的
左
翼
の
一
切
の
歴
史
的
蓄
稗
を
問
う
も
の
で
あ
っ
た
。
わ

が
同
盟
は
六
九
年
階
級
闘
争
が
わ
れ
わ
れ
の
命
が
け
の
飛
躍
を
問
う
回
大
な
転
換
点
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
最
も
吸
く

把
握
し
た
唯
一
の
革
命
的
党
派
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
い
か

に
応
え
ぬ
く
の
か
と
い
う
一
点
を
め
ぐ
る
党
内
闘
争
は
、
「
赤
軍
」
分
派
の
党
内
闘
争
か
ら
の
逃
亡
－
別
党
コ
ー
ス
を

許
す
と
い
う
党
内
題
争
に
お
け
る
無
政
府
主
義
を
は
び
こ
ら
せ
、
そ
れ
と
同
次
元
で
の
組
練
的
対
憲
を
も
生
み
出
す
と

い
う
限
界
を
も
唇
姿
ぎ
る
を
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
痛
苦
な
敗
北
に
た
だ
嘆
息
し
、
敗
北
的
現
実
を
合
理

化
す
る
と
い
っ
た
水
準
と
わ
れ
わ
れ
の
革
命
へ
の
あ
く
な
き
執
念
と
そ
の
現
在
的
物
質
化
と
し
て
の
党
賦
役
の
苦
闘
は

全
く
別
で
あ
る
。
社
学
同
早
大
安
部
の
再
建
へ
の
苦
撫
は
か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
党
銚
役
へ
の
一
素
材
を
提
起
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
’
（
編
集
局
）

　
三
月
二
十
五
日
社
指
向
早
大
支
部
の
解
散
声
明
（
実
は
Ｌ

ｃ
の
解
散
に
他
な
ら
な
い
）
と
、
社
学
問
早
大
金
采
県
会

な
る
政
治
サ
ー
ク
ル
（
？
）
の
設
置
と
い
う
事
態
が
発
生
し

た
事
に
対
し
て
、
社
指
同
早
大
支
部
再
建
準
面
会
を
組
織
し

支
部
再
建
を
克
ち
取
る
立
場
に
立
っ
て
、
社
学
同
全
国
香
具

会
の
一
員
と
し
て
事
態
の
理
論
的
組
織
的
解
明
と
処
置
を
明

ら
か
に
し
た
い
。j¨7
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昨
年
赤
４
・
2
8
闘
争
の
総
括
闘
争
の
総
括
を
め
ぐ
っ
て
党

内
闘
争
が
発
生
し
フ
ラ
ク
政
治
に
よ
っ
て
同
盟
が
週
言
れ

て
い
っ
た
事
実
、
し
か
も
党
組
織
論
に
お
け
る
不
一
致
を
前

提
と
し
た
主
と
し
て
右
派
に
よ
る
悪
無
限
的
な
陰
謀
政
治
の

横
行
が
同
盟
全
体
を
し
て
権
力
の
前
に
実
質
的
に
屈
服
ａ

「
解
体
」
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い

り
た
事
に
対
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
痛
苦
な
自
己
批
判
を
全
同

盟
徴
諸
君
、
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
諸
君
の
前
に
革
命
的
左
翼
の

し
て
や
「
攻
防
の
弁
証
法
↓
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
登
場
、
十
月
詣

賤
革
命
政
府
の
樹
立
」
と
い
う
デ
タ
ラ
メ
な
推
量
（
そ
れ
自

得
敗
北
主
義
で
し
か
な
い
の
だ
が
）
を
も
っ
て
軍
事
を
組
織

す
る
別
党
を
根
拠
づ
け
る
と
い
う
小
ブ
ル
に
特
有
な
思
考
は

一
端
自
己
を
純
化
し
え
た
と
し
て
も
、
右
派
に
特
有
な
大
衆

ぽ
隠
誦
淫
堕
回
旧
漕
順
言
し
帽
白
石
和
引
八
郷
副

・
゛
Ｅ
Ｊ
ｙ
宍
宍
７
・
ふ
゛
゛
笥
４
こ
鑓
宍
弩
宇
系
昏
回
一
諾
昌
宣
乞
剔
い
卜
・
心
か
馴
烈
烈
帽
に
釧
い
副

Ｈ
に
に
ｈ
Ｊ
に
躇
託
け
言
ツ
ブ
ー
ー
ー
宍
土
足
漂
９
言
言
漏
西
で
。
「
済
１
」

理
論
的
政
治
的
に
貌
く
彼
ら
の
根
拠
そ
の
も
の
を
解
体
す
夕
党
内
闘
争
は
ま
っ
た
く
進
歩
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ

事
を
通
じ
て
彼
・
ら
を
組
織
的
に
も
解
体
せ
ん
と
し
て
き
た
庖
た
だ
ブ
ン
ト
の
み
じ
め
さ
を
さ
ら
ば
出
し
た
も
の
と
し
て
し

の
に
他
な
ら
な
い
。
党
内
闘
争
が
始
ま
っ
た
ば
か
ぶ
謳
宕
か
決
っ
て
な
い
の
で
あ
る
。
「

お
互
い
の
理
論
的
色
合
い
も
栄
だ
根
拠
明
ら
か
な
ら
ざ
る
時
過
渡
期
世
界
と
軍
事
と
党
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
；
　
―
‘
‘
‐
　
し
ｇ
ひ
１
り
／
・
ｆ
ｉ
｀
・
刈
ｉ
若
趾
ら
ノ
、
了
退
斐
へ
ｃ
採
　
フ
期
論
」
以
来
の
思
考
を
乗
り
こ
え
よ
う
と
し
て
い
る
点

る
政
唐
逗
密
滅
へ
と
転
落
し
自
か
址
ハ
衆
の
自
然
発
生
性
近
を
大
ブ
ン
ト
構
想
で
収
約
せ
ん
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
一
し
い
も
そ
れ
は
現
在
の
左
派
内
部
に
も
存
在
し
て

い
る
呈

の
徹
俯
左
翼
部
分
を
代
表
す
る
者
と
し
て
し
か
存
在
想
雷
ご
だ
し
ヽ
ま
亨
子
共
産
主
義
者
同
盟
の
内
的
崩
壊
を
促
進
言
の
思
考
方
法
に
封
す
る
鴫

い
批
則
を
投
げ
か
け
て
い
る
も
の

持
た
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
李
を
許
す
も
の
で
は
決
し

‘
せ
て
い
る
９
Ｊ
＆
ｙ
共
産
主
幹
肴
間
一
は
自
己
崩
壊
し
な
　
　
　
正
し
く
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
即
ち
Λ
浙

て
あ
り
え
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
い
」
（
早
大
支
部
解
体
質
言
）
。
こ
の
文
章
が
彼
ら
の
現
状
　
　
　
権
力
▽
の
先
端
攻
防
戦
が
、
政
治
過
程
に
於
い
て
は

　
わ
れ
わ
れ
は
組
織
的
に
は
右
派
と
同
盟
を
構
成
し
つ
つ
も

・
を
あ
ま
ね
く
Ｉ
し
て
い
昏
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
赤
鰍
派
と

ご
ふ
宍

実
は
社
民
の
ブ
ル
と
の
ボ
ス
交
の
や
り
方
）
を
孫
介

Ⅲ
陥
拘
吹
台
吋
こ
庶
く
皮
ら
り
桓
吟
と
Ｄ
ｂ
Ｄ
と
縁
取
訂
５
宅
９
１
降
ｔ
レ
に
っ
こ
：
な
一
ｓ
５
；
ヽ
ｊ
ｊ
；
‐
Ｉ
Ｉ
・
。
、
。

点
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
採
り
え
た
組
織
戦
術
は
唯
一
そ
れ
．
め
ぐ
る
わ
れ
わ
れ
の
前
進
は
た

の
み
で
あ
っ
た
し
、
た
と
え
七
〇
年
安
保
闘
争
の
決
戦
照
久
だ
た
だ
彼
ら
に
お
い
て
は
自
己

摺
餌
一
同
シ
ン
パ
サ
イ
ザ
ー
諸
君
の
前
に
革
命
的
左
翼
の
Ｉ
真
近
に
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
七
〇
年
代
権
力
闘
争
の
根
幹
・
讐
言
せ
る
主
体
Ｈ
対
象
で
し

名
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
し
か
し
こ
を
な
す
問
題
を
ア
イ
マ
イ
に
し
戦
術
指
導
へ
と
堕
落
す
る
事
ぐ
な
く
ヽ
止
塔
す
ぺ
き
対
象
と

ｌ
￥
゛
Ｋ
Ｉ
｀
Ｉ
ｒ
｀
Ｉ
ノ
ｎ
ｒ
‘
時
ｕ
″
！
１
Ｉ
’
ｌ
‐
ｉ
Ｃ
・
．
ｉ
―
・
’
Ｉ
Ｉ
’
：
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
‘
．
ｉ
―
　
’
―
’
―
‐
　
；
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



需
け
と
も

儡
に
し
て

一
と
『
革
命

哭
装
闘
争

ｉ
い
ぬ
き

ｗ
戦
争
の
勝

」
心
発
つ

心
っ
て
、
世

ｉ
・
世
界
社

へ
の
過
渡
期

。
酋
の
綱
領

″
が
決
定
的

Ｑ
、
わ
れ
わ

９
と
区
別

／
ロ
シ
タ
μ

｀
む
け
て
、

　
党
・
軍
・

党
形
成
Ｕ

に
貫
撒
し
ぬ

｀
い
ま
す
。

｀
で
の
鴉
闘

の
教
訓
を

｀
し
き
る
こ

Ｊ
太
階
級
一

二
体
的
に
準
・

乙
て
敗
お

予
か
も
し

屁
る
こ
と
．

’
る
だ
け
な

そ
の
第
二

戈
ム
の
発

－－-－を　・　・

発日そ

劣墳1の

さ見反

=-ｌ

八
闘
争
の
勝
利
と
。
・
『
党
の
革
命
』
の
よ

竺
層
の
前
進
と
啜
結
を
い
の
っ
て
、

ア
ピ
ー
ル
し
た
い
ど
思
い
ま
す
。
’

　
。
獄
中
闘
争
に
お
け
る
叢
大
串
】
の
敵

は
身
も
心
も
凍
ら
ぞ
て
し
・
ま
う
涙
』
気
で

す
。
し
か
し
こ
と
の
他
今
年
は
「
厳

冬
」
と
い
わ
れ
之
冬
も
漸
く
過
ぎ
、
わ

れ
わ
れ
の
世
界
に
も
「
赤
」
が
や
っ
て

き
て
く
れ
た
よ
う
で
す
。
私
を
は
じ
め

蚕
で
の
獄
中
の
か
菜
か
ず
も
殺
す
も

い
ま
す
。

の
健
雙

す
。
墨

安
保
粉
砕
・

戦
争
へ
’
ク

を
通
じ
て
、

わ
れ
わ
れ
の
共
同

あ
り
、
恐
れ

世
界
典
涯
主

ロ
独
世
界
共
産

共
産
主
義
者
同
盟

党
の
雁
命
を
最
後

政
略
を
打
倒
せ
よ
・
φ
、
‐
破
防
法
・
騒

乱
蓉
曹
ｆ
中
闘
争
を
塁
ま

　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
　
　
ｓ
　
ｌ
ｌ
ｄ

で
貫
教
す
る
ぞ
φ
　
’
上
ぃ

｝
元
利
〇
・
匹
・
一

Ｕ

回

一
一
一
一
一
．
"
I
Z
Z
Z
Z
Z
:
j

に

郎=史崎

い
ん
ぺ
い
し
よ
う
と
も
、
か
っ
そ
の
つ

ぎ
は
ぎ
論
理
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
な

　
わ
れ
わ
れ
が
、
六
〇
年
代
階
級
闘
争
の
鉄
火
の
試
錬
の
中
か
・
ら
、
七
〇
年
代
階
級
闘
争
を
恢
常
的
武
装
闘
争
か
ら
内
戦
Ｈ
世
界
革
命
戦
争
と
し
て
主
体
的

に
戦
略
化
す
る
時
、
泡
然
に
も
裁
判
闘
争
は
か
か
る
階
級
闘
争
の
不
可
欠
の
一
漫
と
し
て
新
た
な
性
格
・
位
置
・
任
務
を
帯
び
て
く
る
。
東
大
紋
石
部
闘

争
は
既
に
か
か
る
質
を
間
わ
れ
た
が
該
に
言
謳
上
磯
詞
粉
碑
・
統
一
分
列
貫
徹
か
想
乖
に
分
解
芯
乞
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
現
在
、
昨
４
・
2
8

闘
争
へ
の
裁
判
方
針
が
鋭
く
間
わ
れ
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
捷
も
こ
の
闘
い
を
果
敢
に

闘`
い
拭
い
た
わ
が
赤
ヘ
ル
被
告
団
の
方
針
を
掲
載
す
る
（
編
集
馬
）

　
全
国
の
同
志
諸
君
、
獄
中
闘
争
を
革

命
的
に
貫
徹
し
て
い
る
同
志
諸
君
、
6
9

．
年
四
・
ご
八
安
保
沖
綴
闘
争
の
赤
ヘ
ル

被
告
団
は
、
既
に
強
行
さ
れ
た
東
京
地

裁
の
分
割
審
理
を
巻
町
的
に
粉
砕
す
べ

ぐ
、
五
月
二
〇
日
東
一
芸
柁
の
同
志
を

中
心
と
し
て
第
三
回
反
帝
戦
線
被
告
団

会
設
を
圧
倒
的
に
か
ち
と
り
、
東
大
公

朔
闘
争
の
中
間
総
括
に
蹟
ま
え
て
、
四

・
一
一
八
公
判
闘
争
を
竺
公
判
要
求
を

貫
徹
し
つ
つ
、
戦
闘
的
に
闘
い
択
く
こ

と
を
全
員
一
致
で
意
志
一
致
し
た
。
被

告
、
裁
朔
と
い
う
狭
い
枠
か
ら
自
足
的

に
公
利
闘
争
を
展
望
す
る
の
で
は
な
く

世
界
革
命
戦
争
‐
党
の
革
命
を
我
々
自

身
が
主
体
的
に
担
い
き
る
こ
と
に
よ
り

裁
判
と
い
う
領
域
に
お
け
る
闘
争
も
又

真
に
革
命
的
な
も
の
と
な
り
う
る
こ
と

が
明
き
ら
か
に
さ
れ
た
。
今
後
更
に
よ

り
一
層
緻
密
に
各
グ
ル
ー
プ
に
お
け

る
赤
ヘ
ル
被
皆
の
具
体
的
戦
術
、
行
動

形
態
ま
で
も
一
恵
の
曇
り
も
な
く
決
定

し
、
足
苅
が
ふ
ら
つ
き
だ
し
た
中
核
派

を
牽
引
し
つ
つ
、
四
・
二
八
公
判
を
闘

い
披
く
こ
と
を
憑
急
決
尼
し
た
。

１
、
現
下
の
情
勢
と
わ

れ
わ
れ
の
主
体
的
立
場

　
一
〇
・
八
羽
田
闘
争
以
降
の
日
本
階

級
闘
争
の
昂
揚
は
、
ベ
ト
ナ
ム
革
命
戦

争
の
引
き
出
し
た
全
世
界
的
な
反
戦
闘

争
の
波
の
昂
り
の
爽
先
端
に
位
置
し
て

い
た
。
わ
れ
わ
れ
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

式
の
事
を
如
何
稲
恵
に
し
よ
う
と
も

七
〇
年
吻
階
丿
優
ｔ
と
は
無
禄
の
党
滅

な
の
だ
。
　
。
。

　
孝
男
浸
は
昨
遭
闘
い
を
何
も
為
す

享
な
ｋ
物
Ｌ
’
ｉ
’
た
が
、
そ
の
巻
き

剔
。
、
。
・
い
７
バ
。
ｙ
ｌ
；
Ｊ
」
国
際
主
義
と
組
織
さ
れ
た
暴
力
」
の
革

　
耶
獄
㈲
即

保
粉
砕
Ｕ
日
俯
の
侵
略
反
革
命
と
の
全

面
的
対
決
へ
の
飛
躍
を
闘
い
と
っ
て
き

た
。
六
八
年
一
〇
・
二
Ｉ

‘
国
際
反
戦
デ

ー
に
お
け
る
防
衛
庁
‐
’
芒
個
－
・
ぞ
・
伐
筋

曙
ｉ
ｋ
ノ
ド
、
Ｉ
邑
！
’
ｒ
ひ
‘
に
’
？
’
｀
！
ｌ
、
１
ノ

老
善
哉
経
済
構
造
へ
の
転
換
に
よ
っ
て

乗
り
切
り
、
以
降
極
東
、
東
南
ア
ジ
ア

ヘ
の
侵
略
を
全
面
化
さ
せ
、
ペ
ト
ナ
ム

か
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
、
ア
ジ
ア
全
域

へ
と
拡
大
す
る
貳
命
戦
争
に
対
す
る
反

革
命
を
栄
帚
と
の
国
際
反
草
筆
事
同
盟

　
（
安
保
Ｉ
沖
繩
）
の
再
編
強
化
に
よ
り

実
現
す
る
こ
と
を
戦
略
的
に
確
定
し
て

い
る
。
沖
繩
へ
の
自
衛
隊
派
兵
を
蔵
粕

に
韓
国
、
台
湾
と
の
旗
振
的
な
策
事
的

結
合
を
当
面
の
目
標
に
し
反
革
命
同
盟

内
に
お
け
る
日
帝
の
路
線
を
貫
撒
せ
ん

と
死
に
物
狂
い
の
攻
撃
を
か
け
て
い

る
。
日
栄
典
同
声
明
は
ま
さ
に
そ
の
物

ト
、
逆
バ
ジ
、
十
、
十
一
月
剽
争
へ
の
　
崩
壊
し
つ
つ
あ
っ
た
ツ
ア
ー
権
力
と
大

一
日
軍
政
、
自
警
団
の
組
織
化
へ
と
強
渠
の
自
然
発
生
的
な
ソ
ビ
エ
ト
運
動
の

化
さ
れ
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
が
裡
力
闘
桔
抗
に
よ
る
特
異
な
二
重
脚
力
状
況

争
に
接
近
す
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
不
可
避
に
対
し
て
、
「
四
月
尹
－
ゼ
」
に
よ
っ

の
過
程
で
あ
り
、
こ
れ
を
粉
砕
し
う
る
て
武
装
蜂
起
を
提
起
し
た
。
暴
力
革
命

戮
間
隙
型
の
構
築
を
何
か
何
ん
で
も
や
と
武
装
蜂
起
は
Ｉ
’
貫
し
て
擁
諦
さ
れ
て

り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
六
九
年

四
こ
一
八
は
そ
の
中
途
半
端
性
に
よ
っ

て
敗
北
を
余
薩
な
く
さ
れ
た
。
中
核
、

Ｍ
Ｌ
の
「
勝
っ
た
勝
っ
た
」
の
大
風
呂

敷
は
何
を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ

れ
倣
に
灯
れ
わ
れ
は
権
力
闘
争
の
時
代

を
闘
い
撲
く
た
め
に
、
従
来
の
慾
量

命
↓
社
会
革
命
の
一
国
的
昶
解
と
飛
ぴ

し的武装同筆と粘つ合

･公判要求で闘い抜け
い
た
が
、
党
の
組
織
構
造
と
し
て
ハ
革

命
の
軍
隊
▽
を
い
か
に
建
設
す
る
の
か

は
赤
痢
隊
（
事
実
上
は
Ｒ
Ｇ
）
に
端
緒

的
に
意
識
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

ツ
ア
山
雪
阿
部
の
自
然
発
生
的
抵
抗

　
（
兵
士
代
表
と
ソ
ビ
エ
ト
）
を
革
命
の

側
に
獲
得
、
な
い
し
中
立
化
さ
せ
る
構

造
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
既
に
開
始
さ
れ

た
帝
国
主
義
戦
争
下
で
敗
北
局
面
と
全

社
会
的
大
混
乱
の
条
件
下
で
は
並
遍
的

で
あ
る
け
れ
ど
も
、
今
日
「
帝
国
主
義

戦
争
を
内
乱
へ
」
を
教
条
化
す
れ
ば
、

両
大
戦
閣
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
そ
う
で

あ
っ
た
よ
う
に
、
待
期
主
義
的
非
実
践

的
で
あ
り
、
ま
た
暴
力
革
命
に
お
け
る

党
－
軍
も
レ
ー
こ
Ｉ
ン
的
方
法
で
は
全
く

不
十
分
で
あ
る
。

　
わ
れ
わ
れ
は
過
賛
否
界
論
の
解
明

の
中
で
、
現
代
帝
叩
天
蓋
の
運
動
を
侵

略
反
革
命
の
一
体
的
貫
徹
の
問
題
を
粕

に
整
理
し
、
過
渡
期
社
会
論
を
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
こ
Ｉ
ン
の
世
塁
高
と
の
関
連

栓
の
未
分
明
該
の
一
応
の
一
国
的
措
定

の
察
史
的
限
界
を
現
代
過
渡
期
社
会
論

↓
世
界
ブ
ロ
独
論
と
し
て
明
き
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
代
世
界
の
現
実

の
三
ブ
ロ
ッ
ク
の
階
級
闘
争
の
発
展
の

過
渡
的
形
態
を
、
世
界
ブ
ロ
独
へ
の
単

一
の
統
合
発
展
過
程
と
し
て
主
体
的
に

把
え
返
し
、
言
装
丁
世
界
赤
実
・
の
創

出
を
も
実
践
的
に
追
求
し
て
き
た
。
。
か

か
る
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
的
存
在
の
位
相

に
規
定
さ
れ
て
、
現
代
革
命
の
戦
略
は

　
「
帝
国
主
義
の
優
勝
粂
命
を
世
界
革

命
戦
争
へ
」
と
凝
縮
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
権
力
の
壁
に
ぶ

て
い
る
と
把
握
す
る
の
か
或
い
は
「
司
れ
が
職
権
保
釈
拒
否
の
戦
術
霊
薯
に

法
権
力
に
対
す
る
闘
争
」
と
し
て
把
握
反
対
し
、
か
つ
最
も
原
則
的
な
統
一
公

す
る
の
か
の
相
違
は
公
判
方
針
を
め
ぐ
判
闘
争
を
闘
い
披
い
て
い
る
の
か
を
よ

ぐ
っ
て
常
に
左
右
の
ジ
グ
ザ
グ
を
露
呈
く
吟
味
し
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
東
大
公
判
で
明
公
利
闘
争
の
方
針
は
決
し
て
「
裁
判
闘

ら
か
に
な
っ
た
転
換
路
線
に
つ
い
て
は
争
主
義
」
の
狭
さ
の
中
か
ら
は
出
て
こ

以
下
で
検
討
す
る
が
、
こ
の
点
だ
け
は
な
い
の
で
あ
る
。

は
っ
言
と
妥
て
お
か
な
け
れ
ば
な
３
、
四
・
二
八
統
一
公

ら
な
い
。
即
ち
ヨ
法
権
力
に
対
す
る
　
喝
方
針

Ｈ
口
斜
言
言

い

匹
紅
認
ド
且

筒
に
言
回
斜
ご
肘
郷
循
日
ぱ

セ
ク
ト
根
性
だ
け
の
論
争
に
典
型
的
に
　
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
過
程
を
決
し
て
軽
視

示
さ
れ
て
い
る
。
中
核
は
一
時
期
「
司
し
て
は
な
ら
な
い
。
東
大
公
判
に
お
い

斜
言
員
Ｄ
言
斜
Ｕ
Ｕ
ｕ
ｎ
ｈ

皿
㈲
言
毎

の

ｍ
ｍ

言
闘
㈲

鰐
峠
に
パ
研
言
斜
舒
舒
隨

囲
貯
�
㈲

Ｊ
濫
牡
ぽ
順
言
謳
っ
ツ
心

グ
帽
び
添
Ｆ
割

イ
ス

る
こ
と
自
右
力
誤
り
で
あ
り
夕
部
で
　
イ
の
め
り
こ
み
、
変
わ
る
こ
と
の
な
い

馴
言
詰
討
言
註
滝
ゴ
特
ぽ
隨

菜
ぶ
貫
と
許
逗
言
長
牡
言
昌
討

も
塀
失
し
て
い
る
。
統
一
芸
判
で
男
子
を
断
固
と
し
て
要
求
し
て
い
く
だ
ろ
う
ヽ

判
決
が
出
た
か
ら
、
統
一
公
判
は
有
効
　
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
の
具
体
的
行

性
が
な
く
な
り
、
敗
北
し
た
、
だ
か
ら
　
動
の
指
針
で
あ
る
。
前
遠
の
凍
露
的
刷

分
離
へ
転
換
し
、
政
治
主
張
を
す
れ
ば
点
の
乱
立
゜
て
わ
れ
わ
れ
は
終
始
こ

再
び
大
衆
が
つ
い
て
く
る
な
ど
と
い
う
　
れ
を
要
求
し
て
い
く
。
東
京
地
裁
に
よ

の
は
伺
ん
と
も
お
め
で
た
い
幻
想
で
あ
る
保
釈
取
消
悩
喝
が
強
化
さ
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
け
れ
ど
、
わ
れ
わ
れ
の
主
体
的
立
場

　
全
く
彼
ら
双
方
に
は
「
肺
利
」
『
敗
は
ヽ
こ
れ
に
晨
も
困
す
る
こ
と
な
く

北
』
の
基
準
が
伺
か
な
の
か
が
わ
か
っ
　
あ
ら
ゆ
る
戦
術
を
駆
使
す
る
こ
と
で
あ

て
い
な
い
。
今
旧
我
々
が
恒
常
的
武
装
　
る
。
東
大
被
告
団
μ
お
れ
わ
れ
四
・
二

闘
争
か
ら
世
界
革
命
戦
争
へ
と
煮
つ
ま
八
被
告
団
の
宗
体
的
条
件
の
相
違
。
（
例

る
闘
い
を
組
織
化
せ
λ
と
し
て
い
る
時
え
げ
破
防
法
ヽ
匹
監
が
極
小
で
あ
る
こ

先
行
す
る
権
力
の
反
球
面
の
前
に
多
く
　
４
１
＆
Ｕ
Ｓ
４
＆
ｙ
／

Ｅ
Ｆ
Ｑ
ａ
Ｅ
ｎ
ｓ

膿
団
は
０
一
年
近
く
分
割
が
強
行
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
弁
護
団
の
統
一
の
論
理

が
正
し
か
っ
た
の
で
あ
り
、
地
裁
が
分

割
を
強
行
し
て
く
る
時
に
辞
任
し
な
け

れ
ば
、
地
裁
の
主
張
を
認
め
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
＠
弁
護
士
辞
任
に
よ
り
法

の
幻
想
性
は
一
唐
暴
露
さ
れ
る
、
と
言

っ
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
の
公
判
闘
争
『

は
わ
れ
わ
れ
の
主
張
を
地
裁
に
認
め
さ

せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
（
そ
れ

こ
そ
幻
想
だ
φ
）
言
う
こ
と
を
認
め
ら

れ
な
・
い
か
ら
辞
任
す
る
と
い
う
の
は
い

か
に
も
瞰
純
で
あ
る
。
元
λ
そ
の
よ
う

な
領
域
で
は
な
い
も
の
と
確
認
し
、
｀
合

法
主
瀧
を
止
揚
し
た
と
こ
ろ
に
わ
れ
わ

れ
の
出
発
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
端

的
に
言
え
ば
、
井
苧
ハ
は
辞
任
で
き
る

が
、
被
告
は
辞
任
な
ど
で
き
る
わ
け
が

な
い
。
急
道
生
義
弁
済
士
運
動
の
破
産

で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
が
一
切
を
主
体
的

に
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
法
の
幻
想
性
の
暴
露
云
λ
に

つ
い
て
は
、
裁
判
形
態
の
判
事
・
検
事

・
弁
護
士
の
三
笠
体
方
式
の
儀
式
を

の
こ
と
を
混
乱
し
て
言
っ
て
い
る
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
も
彼
ら
自
身
が
国
選
弁

諦
人
選
人
を
提
起
す
る
以
上
、
矛
盾
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
中
核
は
こ
れ
を
地

裁
に
大
打
撃
を
厚
え
た
と
主
観
主
義
的

暴
露
主
義
を
純
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
全
く
誤
り
で
あ
る
。
‐
そ
し
て
国
選
弁

護
人
獲
得
を
画
期
的
、
革
命
的
な
ど
と

位
置
づ
け
る
中
核
は
度
し
が
た
い
民
主

主
義
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
主
体
的
弱
さ
か
ら
、
旧
銃
｝

弁
護
団
を
謨
得
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と

蓼
た
な
真
の
革
命
的
弁
護
士
を
作
り
え

な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
に
、
国
選
弁
護

人
選
任
を
媒
介
と
し
た
再
度
の
展
開
を

追
求
す
る
。
し
か
し
、
国
選
弁
護
人
を

オ
ル
グ
し
よ
う
な
ど
と
い
う
中
核
の
よ
’

う
な
幻
想
と
は
わ
れ
わ
れ
は
一
切
無
縁
一

で
あ
り
、
む
し
ろ
ス
パ
イ
を
か
か
え
こ

ん
だ
と
ま
で
自
覚
し
つ
つ
、
わ
れ
わ
れ

自
身
の
革
命
的
立
場
か
ら
彼
ら
の
技
術

・
知
識
を
利
用
し
尽
し
、
被
告
自
体
が

全
面
的
に
主
体
と
な
っ
て
闘
っ
て
時
ぐ

で
あ
ろ
う
。
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一


